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＜取り組むに至った経緯＞
地域に資する農業法人を社是に12 次産業化を目指
しており福祉との連携はその一環であった。また
親族に障がい者がおり、その姿を見てきたことか
ら障がい者雇用に可能性を感じていた。（曽我農
園）

工賃向上のために障がい者ができる作業を探して
いたところ、市あぐりサポートセンターから施設
外就農のお話をいただいた。（はろはろ）

＜取り組む際に生じた課題と対応方法＞
農福連携でのラーメン開発の際、就労支援施設で
いろんな麺を試しながら提供したが、その都度障
がい者向けのマニュアルの作り直しがあり、対応
に苦労したこともあったが、時間を掛け解消を
図った。（ドリームネクスト）

シールを曲がらずに貼るなど、精度の高い作業の
際、作業スキルを補助する支援ツールを活用。
（はろはろ）

＜今後の展望＞
経営の基盤強化を図るとともに、将来的には障がい
者の直接雇用のほか体験農園や貸し農園の事業展開
も目指していく。（曽我農園）

障がい者により多くの工賃を支給できることと、は
ろはろで働いた経験を基盤に一般就労を目指してい
ただけるように取り組んでいく。（はろはろ）

＜活用した支援施策＞
新潟市障がい者あぐりサポートセンター事業実施
要綱で規定の施設外就農促進事業の謝礼金を活用。

＜取り組みの効果＞
 ㈱曽我農園担当者が福祉事業所の農園にて、小松菜の水耕栽培指導を1年間実施。現在は、専属の
障がい者数名による作業が行われており、最大約200kg／月の収穫がある。そこで収穫された小
松菜は就労支援施設であるラーメン店の具材として提供されている。

 就労支援施設であるラーメン店で提供しているメニュー中に、農福連携で開発したものも提供さ
れている。

 新潟市12次産業化優良事例表彰2018 奨励賞受賞

田園資源 × 福祉

＜取り組みの概要＞
 ㈱曽我農園担当者が、過去に福祉事業所の農園にて、栽培指導を実施。
 福祉事業所の圃場で収穫した農産物を就労支援施設であるラーメン店へ提供。
 ㈱曽我農園で販売している食品の瓶に、障がい者による、ラベル貼りを実施。

＜株式会社 曽我農園＞
◆概要 ：

◆ホームページ：

高濃度トマトの生産からジュース、ケ
チャップ等の加工まで一貫して行って
います。
http://www.soga-farm.com/

＜就労センタードリームネクスト＞
就労継続支援A型

◆概要 ：

◆ホームページ：

製麺工房、ラーメン店などで障がい
者への就労の機会を提供しています。

http://www.atago.or.jp/next/

・株式会社 曽我農園

・就労センター ドリームネクスト

・デイアクティビティセンターはろはろ

＜デイアクティビティセンターはろはろ＞
就労継続支援B型

◆概要 ：

◆ホームページ：

封入作業や清掃、洗濯作業、食品製
造などを行ない、障がい者に働く場の
提供と工賃を支給しています。
http://www.atago.or.jp/halohalo/
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